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※2017年度以前に入学した方が対象の科目です。2018年度以降に入学した方は履修登録できません。
※ 2018年度以降に入学した方は、ｐ.84「社会・集団・家族心理学A（社会・集団心理学）」（科目コード：

FC2540）を参照してください。
※ 本科目を履修登録する方も、下記記載の「■レポート課題」「■アドバイス」以外の項目は、ｐ.84「社

会・集団・家族心理学A（社会・集団心理学）」（科目コード：FC2540）を参照してください。

■レポート課題　	

1 単位め
　対人認知における歪みがなぜ生じるのか、自分自身が経験した事柄をあげながら説明し 
なさい。また、その克服方法について自分の考えを述べなさい。

2 単位め 　『客観式レポート集』記載の課題に解答してください。

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。
（2017年度以前履修登録者）2018年 4 月よりレポート課題の 2 単位めが変更になりました。『レポート課題

集2017』記載の課題でも2019年 9 月までは提出できますが、できるだけ新しい課題で提出してくださ
い。

■アドバイス　	
　テキストを読む際には、その内容が日常生活のどのような場面について述べているのか、具体的に思い
浮かべながら読んでください。レポート課題は、誰もが日常的に経験している、他者を判断する、他者か
ら判断されるという「対人認知」に関するものです。自分の日々の経験を、社会心理学の理論や研究知見
から捉えなおしてみてください。
　レポート作成にあたっては、教科書だけに頼るのではなく、他の文献も参考にするようにしてくださ
い。また、自分自身の言葉で述べることが最も大切ですが、テキストの内容を理解した上でまとめている
ことがわかるように、テキストに紹介されている社会心理学的な用語を用いて、その現象が「なぜ」生じ
たと考えられるのか、ご自身の考えをまとめてください。

1単位め
アドバイス

　私たちは、「あの人は冷たい人だ」と他者を判断することもありますが、逆に「あなたは
冷たい人だ」と他者から判断されてしまうこともあります。このような他者の判断（対人認
知）は、人が自分の中で「判断」した結果であり、「事実」とは異なっている可能性があり

ます。皆さんも、周囲から誤解されていると感じたり、あるいは自分が他者を誤解していたことに気がつ
いたことがあるのではないでしょうか。このレポートでは、皆さんがこれまでに経験した対人認知の歪み
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2 R or SR（講義） 1年以上 吉田　綾乃
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について、社会心理学的な側面から考えていただきます。レポートを作成する際には、テキストの第 1
章：対人認知を参考にしてください。テキストに紹介されているように、対人認知の歪みは、期待効果、
ステレオタイプ、暗黙の人格理論、ネガティビティ・バイアスなどによって引き起こされることが明らか
になっています。また、この課題はテキストの第 2 章：社会的推論も参考になります。たとえば、対人認
知の歪みをもたらす要因として、スキーマ、錯誤相関、仮説確証型判断、仮説確証バイアスなどの影響を
考えることができます。これまでに自分が経験した対人認知（判断する側・される側のどちらの経験でも
よい）の歪みが、なぜ生じたと考えられるのか、テキストに紹介されているキーワードを用いながら、客
観的かつ論理的に考えてみてください。そして、そのような対人認知の歪みを克服するためには、どうす
ればよいのか、認知的複雑性や、印象形成の 2 過程モデルなどの研究も参考にして、ご自身の考えを述べ
てください。

2単位め
アドバイス

　教科書をよく読み、別紙の客観式レポート課題に解答してください。「TFUオンデマン
ド」上で解答することも可能です。

課題C-1心理03_1C_五[84-120].indd   93 2018/02/13   16:07:34


